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本研究は、中国の日本語学科に在籍する大学生を対象として、日本のアニメ視聴経験が

日本語学習の動機づけの形成と変遷、ならびに学習継続や進学志向にどのように関与する

かを明らかにすることを目的とした。中国では高考における外国語科目として日本語を選

択する受験生が増加しており、同時にアニメ・マンガを契機として日本語学習を開始する

学習者が多いという状況が指摘されている。本研究は、娯楽的経験としてのアニメ視聴が、

統合的動機づけと道具的動機づけの双方にどのように作用し、人生段階の変化の中でどの

ように意味づけが変容するのかを、量的・質的の混合研究法により検討する点に特徴があ

る。

理論的枠組みとして、Gardner の社会心理学的モデルおよび Dörnyei の L2 動機づけ自

己システムを基盤に据え、アニメ視聴を媒介とする文化的親和性、情意的関与、理想自己

の形成に注目した。研究課題は、学習初期の動機がその後どのように変化するか、アニメ

由来の「好き」という感情が受験期等の困難を支え得たか、アニメを契機とする学習が進

学・留学等の具体的目標へどう接続したか、情動的動機が学習継続に与える影響は何か、

の四点である。

方法として、アンケート調査（有効回答 60 名）と、半構造化オンラインインタビュー

（3 名）を実施した。アンケートでは視聴開始時期、頻度、学習継続状況、学習理由、動

機強度（リッカート尺度）等を収集し、全体傾向の把握を行った。インタビューはアニメ

視聴の経験史、日本語学習開始の契機、動機づけの変遷、自己認識の変化等を中心に聴取

し、逐語録を SCAT により分析して概念化・カテゴリー化し、事例ごとのストーリーライ

ンを生成した。

量的結果から、視聴開始は小学校期が最頻で、幼少期と小学校期を合わせると全体の約

3 分の 2 を占め、早期接触が一般的であった。また、視聴頻度はライフステージによって

変動し、高校期で低下しやすい一方、大学期以降に回復する傾向がみられた。日本語学習

の継続は 60 パーセントで、中断理由の中心は「興味の変化」ではなく「日本語を使う機

会の少なさ」であった。学習理由は進学・就職など実利的要因が最多である一方、アニメ

や他の日本文化への関心も一定程度維持されていた。さらに、初期と現在の動機強度の比

較では、道具的動機は概ね横ばいで高水準を保ち、統合的動機は時間経過とともにわずか

に上昇し、両者が置き換わるのではなく併存しながら学習を支える可能性が示唆された。

質的分析では、三事例に共通して、アニメ視聴は学習の直接的成果を即時に生むという

よりも、日本文化への親近感、物語世界への没入、言語への好意的態度の形成を通じて統

合的動機づけを育む「入口」として機能し、その後、受験や進路選択という外的条件の中

で道具的動機づけと結びつき、学習継続の根拠として再編される過程が描出された。とり

わけ、高校期には制度的な学習負担による時間制約が視聴・自律学習双方を圧縮しやすい

一方、大学期には授業・課題・研究・就業等で日本語接触機会が多層化することで、視聴

が「趣味」であると同時に「学習補助」として再意味づけされ、学習行動が日常化する様

相が確認された。

以上より、本研究は、アニメ視聴を契機とする動機づけを「統合的から道具的への単純

な移行」として捉えるモデルは十分ではなく、むしろ統合的動機づけと道具的動機づけが

人生段階と使用環境に応じて重層的に併存し、相互補完的に学習継続を支えることを示し

た。実践的示唆として、学習者の興味を維持する支援に加え、日本語を使用できる場や役

割を設計し、教室外接触と学習経験を接続することが、学習中断の抑制に有効である可能
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性が高い。限界として、アンケートが 60 名、質的データが 3 名に限定される点、視聴内

容の詳細分析を主目的としない点が挙げられる。今後は、対象者属性や学習環境の差を踏

まえた比較、縦断的追跡、接触機会の質的差異の精緻化を通じて、動機づけ変容の因果連

関をより明確にすることが課題である。
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